
茨城県立竜ヶ崎第一高等学校附属中学校

防災学習
本校は，今年度文部科学省から「学校安全総合支援事業」の委託を受け，県の保健体育課，

市役所危機管理課，龍ケ崎小学校，愛宕中学校，竜ヶ崎第二高等学校のご協力をいただきな

がら，様々な活動を行っています。今回は，10月の防災講演会，11月の避難所開設訓練と防

災科学技術研究所の見学の様子をご紹介します。

防災士による講演会 （1０月２８日）

2年生避難所開設訓練 （1１月４日）
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トイレやベッド，間仕
切りなど，避難所に必要
なものを実際に組み立て
てみました。段ボールベ
ッドは６人乗っても大丈
夫！
防災グッズも想像以上

に種類が豊富でびっくり
です。

立教大学大学院の長坂教授，市役所危機管理課の鎌倉さ
ん，中根さんから，災害や避難所の運営などについて詳し
いお話をうかがいました。

防災士の方々から，小貝
川の水害や，龍ケ崎市の被
害状況をうかがいました。
小貝川で大きな決壊があっ
たことに驚きの生徒たち。
その後，台風による水害や
土砂災害を想定して，一人
一人が「マイタイムライン」
作成しました。



防災科学技術研究所見学 （11月９日）

小学校の先生方へ

10月12日から始まった出願書類の交付も今月末で終わります。先生方には，調

査書の作成等，ご多用のところお手数をおかけいたしております。11月19日まで

に小学校に調査書の依頼をするよう，保護者の皆様にはお願いいたしております

ので，今後ともよろしくお願いいたします。調査書の様式が昨年度と異なります。

記入方法等ご質問がありましたら，茨城県教育委員会のホームページをご確認い

ただくか，本校までお問合せください。

https://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/gakkou/koukou/nyuusi/r4/0712-3/index.html

お問合せ ０２９７－６２－２１４６

（龍ケ崎一高附属中 教頭 内川）

天井から雨を降らせて，水害の実験ができる施設。
思わず見上げてしまうこの高さ。なんと，この建屋
は可動式になっていて，１分１Ｍの速度でレールの
上を移動します。この大きさのものが移動できると
聞き，生徒たちも驚きを隠せません。

「ナダレンジャー」によるユーモア
いっぱいの防災科学教室。
「災害を起こすような気象現象も，

小さくすると楽しいおもちゃになる
よ。」とおっしゃいながらも，台風や地
震，なだれなどによる災害の恐ろしさ
を体験的に教えてくださいました。


